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刑事裁判に国民のみなさんが参加する
　「裁判員制度」が，平成２１年５月２１日より
　　　始まりました。
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☆　平成２１年５月２１日，裁判員制度が始まりました

　裁判員制度が始まりました。四国の裁判所でも高松地方裁判所において９
月１５日から３日間開廷したのを皮切りに，徳島地方裁判所では１０月６日
に，松山地方裁判所では１１月２４日，そして高知地方裁判所では１月１９
日にそれぞれ裁判員裁判の１号事件を開廷しました。
　対象となる事件が起訴され，裁判の日程が決まった段階で，地方裁判所
は，昨年の秋に作成した裁判員候補者名簿の中から，その事件の裁判員候補
者をくじで選びます。くじで選ばれた裁判員候補者の方々には，裁判員を選
ぶ手続（選任手続）の日に裁判所にお越しいただくためのお知らせを，選任
手続の日の６週間前までにお送りします。裁判員候補者の方々にはあわせ
て，質問票をお送りします。

☆　質問票では辞退を申し出ていただくことができます

　広く国民の参加を得てその良識を裁判に反映させるという裁判員制度の趣
旨から，法律上，裁判員になることは義務とされています。ただし，国民の
皆様のご負担が著しく大きなものとならないよう，法律や政令では辞退を申
し出ることができる事由を定めています。
　質問票では，裁判が行われる日程を前提に，裁判員となることを辞退する
申し出の有無及びその事情などをお尋ねします。質問票に記載された内容か
ら，辞退事由に当たることが明らかになれば，裁判所は，事前に辞退を認
め，選任手続のためにわざわざ裁判所までお越しいただかなくてもよいよう
にします。ですから，辞退を希望される場合には，その理由となる事情をで
きるだけ具体的にご記入ください。
　事前に辞退が認められた裁判員候補者以外の方は選任手続の日に裁判所に
お越しいただき，その方々の中から最終的にくじで６人の裁判員が選ばれま
す。

　裁判員制度にご理解，ご協力をお願いします。





　各地方裁判所では，四国内の企業，団体，グルー
プのみなさんを対象とした裁判員制度に関する「出
張説明」や「法廷見学会」を実施しています。
　詳しくは，下記裁判所までおたずねください。

香川県
（高松地方裁判所）

〒760-8586
　高松市丸の内1-36
　事務局総務課
　℡087-851-1537

高知県
（高知地方裁判所）

〒780-8558
　高知市丸ノ内1-3-5
　事務局総務課
　℡088-822-0340

徳島県
（徳島地方裁判所）

〒770-8528
　徳島市徳島町1-5
　事務局総務課
　℡088-652-3141

愛媛県
（松山地方裁判所）

〒790-8539
　松山市一番町3-3-8
　事務局総務課
　℡089-941-4151

【発行】
高松高等裁判所事務局総務課広報係

　０８７－８５１－１５４７
高松高等裁判所ホームページ

http://www.courts.go.jp/takamatsu-h/
 （本誌の写真・記事の無断転載禁止）

裁判員制度まめ知識

「評議」とは・・・

　裁判員は，他の５人の裁判員と３人の裁判官と一緒に刑事裁判の審理に出席し，証人尋問や被告
人質問といった証拠調べ手続や，検察官や弁護人の主張を聴く弁論手続に立ち会います。
　その上で，評議において裁判官と対等の立場で議論をし，お互いに自分の意見を述べるととも
に，お互いの意見をよく聞いて，議論を尽くし，被告人が有罪か無罪か，有罪の場合はどのような
刑にするかを決めることになります。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　法律上，裁判員は事件について裁判官と一緒に議論（評
　　　　　　　　　　　　　　　　　議）する際に意見を述べなければならないとされています。
　　　　　　　　　　　　　　　　　ただ，評議においては，すべての問題点について一度にま
　　　　　　　　　　　　　　　　　とまった意見を述べなければならないわけではなく，自由
　　　　　　　　　　　　　　　　　に自分の気付いたところから意見を述べていただいて議論
　　　　　　　　　　　　　　　　　に参加していただければいいのです。もちろん，意見を変
　　　　　　　　　　　　　　　　　えることも自由です。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　よく法律知識について質問を受けますが，必要な法律知
　　　　　　　　　　　　　　　　　識については，裁判官から分かりやすく説明しますので，
　　　　　　　　　　　　　　　　　日常生活で行っている判断で十分です。

（評議イメージ図）
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